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詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点

【新改訳2017】ヨハネの福音書5章39節
あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、
聖書を調べています。その聖書は、わたしについて
証ししているものです。

●とすれば、詩篇119篇の「私」(単数形)は「イェシュア」について証
ししていると言えます。と同時に、その「私」であるイェシュアの中へ
と信じる者たち(複数形)」も含まれていると言えます。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点
【新改訳2017】ヨハネの黙示録22章13節 

わたしはアルファ( לֶ�אָ הָ  )であり、オメガ( ותָּ הַ  )である。
最初(הָרִאשׁוֹן)であり、最後(הָאַחֲרוֹן)である。
初め(הָרֵאשִׁית)であり、終わり(הַתַּלִית)である。

●詩篇119篇は「アーレフ・ベート詩篇」です。「アーレフ：א」から
「ターヴ：ת」までのヘブル文字22からなる段落がそれぞれ8節単位で
構成されています。「８」はイェシュアの数です。詩篇119篇の構成は、
(8×22＝)176節から成っています。詩篇の中で最も長い詩篇です。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点
【新改訳2017】Ⅰペテロの手紙2章4～５節

4 主のもとに来なさい。
主は、人には捨てられたが神には選ばれた、尊い生ける石です。

5 あなたがた自身も生ける石として霊の家に築き上げられ、
神に喜ばれる霊のいけにえをイエス・キリストを通して献げる、
聖なる祭司となります。

●詩篇119篇は「聖なる祭司」、あるいは「王なる祭司」の書であり、
「王なる祭司・聖なる祭司」とはいかなる存在であるかを学ぶ最良の
テキストです。その模範は「昼も夜も、主のおしえを喜びとし、口ずさ
む(思い巡らす、反芻する)その人(ハーイーシュ：ׁהָאִיש)」です。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点

●詩篇119篇に登場する「みおしえ」とは「トーラー」のことで、モー
セ五書を指しています。それを「さとし」「戒め」「おきて」「仰せ」
「定め」などの多様なことばで表されています。しかし中心にあるのは
「みおしえ」です。

●モーセ五書の中に、神が民を「恋い慕っている」
ことが啓示されています。このことに気づきが与え
なければ、主体的信仰ははじまりません。この気づ
きの背景には、神の「霊」が働く必要性があります。
しかし、旧約ではそれが隠されているのです。



１. 第六の段落「ザイン：ז」のテキスト
【新改訳2017】詩篇119篇49～56節

49 どうか あなたのしもべへのみことばを 心に留めてください。
あなたは 私がそれを待ち望むようになさいました。

50 これこそ悩みのときの私の慰め。まことに あなたのみことばは私を生かします。
51 高ぶる者は ひどく私を嘲ります。しかし 私はあなたのみおしえからそれません。
52 主よ 私はあなたのとこしえからのさばきを心に留め 慰めを得ます。
53 悪しき者 あなたのみおしえを捨てる者のゆえに 激しい怒りが私をとらえます。
54 あなたのおきては 私の旅の家で私の歌となりました。
55 主よ 夜にはあなたの御名を思い起こし あなたのみおしえを守ります。
56 これこそ 私のもの。 私があなたの戒めを守っているからです。

●ここでも「私」(＝あなたのしもべ)はイェシュアを証しし、「あなた」
(=主)は御父を証ししています。この段落では、49節、52節、55節に動詞
「ザーハル」(זָכַר)が使われており、「心に留める、思い起こす」を意味し
ます。その主体は49節では「あなた」、52節と55節では「私」です。



１.「ザ―ハル」①
【新改訳2017】詩篇119篇49～55節

49 どうか あなたのしもべへのみことばを 心に留めてください。
あなたは 私がそれを待ち望むようになさいました。

50 これこそ悩みのときの私の慰め。
まことに あなたのみことばは私を生かします。

●今回の段落が「ザイン」でなければ、「まことに あなたのみことばは私
を生かします」の「生かします」(ハーヤー:חָיָה)を選ぶところです。なぜ
なら、詩篇119篇ではそれが19回も使われているからです。しかし神との
生きた信頼関係を回復させる「ハーヤー」と、その信頼に基づく「ザーハ
ル」の「心に留める」は、密接な関係をもっています。49節の「あなたの
しもべへのみことば」とは何でしょうか。それはしもべがなすべき使命と
臨在の約束、そのための力の賦与・守り・喜ぶ、etc. です。



１.「ザ―ハル」②
51 高ぶる者は ひどく私を嘲ります。
しかし 私はあなたのみおしえからそれません。

52 主よ 私はあなたのとこしえからのさばきを心に留め 慰めを得ます。
55 主よ 夜にはあなたの御名を思い起こし あなたのみおしえを守ります。

●「高ぶる者は ひどく私を嘲ります」という状況に対して、私であるイェ
シュアは「あなたのとこしえからのさばき(ミシュパート：מִשְׁפָּט)を心に
留め(ザ―ハル：זָכַר)」ることで「慰めを得る」(ナーハム：נָחַם)としてい
ます。とりわけ「夜には、あなたの御名を思い起こす」とも言っています。
●「ザーハル」は、神の歴史の中でなされた「あのとき、このとき、あの
こと、このこと」の一つ一つを思い起こして、神の恵みとして感謝するこ
との大切さを教えることばです。それが「わたしを生かす」ことなのです。



１.「ザ―ハル」③
●「心に留める、思い起こす」と訳される「ザーハル」(זָכַר)は、神と人の
双方に使われます。詩篇を見る限り、人が神のことに心に留めるよりも、
神が人のことを心に留めてくださることのほうが圧倒的に多いのです。
終わりの日に「恵みと嘆願の霊」が注がれるのは「イスラエルの残りの
者」ですが、この出来事が起こるのは、神がイスラエルの民を決して忘れ
てはおられないからです。「決して忘れてはおられない」とは「常に心に
留めておられる」からです。
●敵の過酷な嘲りの中でも、イェシュアは御父のみおしえからそれること
なく、成すべき務めを果たされていかれます。それは御父が彼に心を留め
ておられたからであり、同時に、イェシュアも御父に心を留めておられた
からです。このように、相互に心を留めることが「永遠のいのち」の実体
なのです。ですから私たち教会も、主であるイェシュアにいつも心を留め
る必要があるのです。



2.「ザ―ハール」①
●動詞「ザ―ハル」(זָכַר)を名詞にすると「ザーハール」(זָכָר)となります。
つまり「いつも覚えるべき人」「心に留める記念すべき人」、それが
「ザーハール」です。その初出箇所は以下にあります。

【新改訳2017】創世記1章27節
神は人をご自身のかたちとして創造された。
神のかたちとして人を創造し、男と女に彼らを創造された。

●このみことばのどこに「心に留めるべき記念すべき人」が記されている
かといえば、それは「男」と訳された箇所です。「男」が「ザーハール 」
なのです。ちなみに「女」と訳されたヘブル語は「ネケーヴァー」(נְקֵבָה)
です。その語源「ナーカヴ」(נָקַב)には「突き通す、冒涜する」という意味
があります。



2.「ザ―ハール」②
●このことは、「最後のアダム」にした行為と関係があります。イスラ
エルの民はメシアとして神に遣わされた最後のアダム対して、冒涜して
殺したのです。しかしその「最後のアダム」が復活することで、女であ
る「教会」が誕生し、やがては「イスラエルの残りの者」が生まれて、
メシア王国の中に入ることかでき、そこで「星の数ほどの子孫が生まれ
る」という神の計画が実現し、地を支配するものとなるのです。

●男は「種」(ゼラ：זֶרַע)を持つ存在であることが重要です。でなけれ
ば「生めよ、増えよ、地を満たせ」という神の命令を実現することはで
きません。種を有する男は、女という存在がなければこの命令を実現す
ることができません。それゆえ、女の語源「ナーカヴ」(נָקַב)には神の
ご計画を担う者として、神が「指名する」という意味もあるのです。



2.「ザ―ハール」③
●「エックレーシア」と「イスラエルの残りの者」(いずれも女性名詞)、
いずれも、子を産むという使命が計画されています。神は「人をわれわ
れのかたちとして」造ろうということばの中に「永遠の愛によって、知
り合うという交わりの一体性」という「神のかたち」として人を創造し
ようとされたのです。そのことを神は歴史的な出来事を通して創造しよ
うと計画されたのです。

●「エックレーシア」にとっても、「イスラエルの残りの者」にとって
も、重要なことは「記念すべき男」であるイェシュアに「心を留める」
ことです。この「心を留める」ためには、「悔い改める」がそうであっ
たように、女に霊が注がれる必要があることは言うまでもありません。



3.「ジッカ―ローン」①
●「心を留める」(ザーハル:זָכַר)から派生するもう一つの名詞に「ジッカーローン」
があります。これは「記念」を意味します。聖書でいう「記念」とは、神によるイ(זִכָּרוֹן)
スラエルの救いを中心とする旧約の歴史的事実を思い起こすことを言います。

【新改訳2017】出エジプト記12章12～14節
12 その夜、わたしはエジプトの地を巡り、人から家畜に至るまで、エジプトの地のすべての
長子を打ち、また、エジプトのすべての神々にさばきを下す。わたしは主である。

13 その血は、あなたがたがいる家の上で、あなたがたのためにしるしとなる。
     わたしはその血を見て、あなたがたのところを過ぎ越す。
わたしがエジプトの地を打つとき、滅ぼす者のわざわいは、あなたがたには起こらない。

14 この日は、あなたがたにとって記念( רוֹןזִכָּ  )となる。
あなたがたはその日を主への祭りとしてして祝い、代々守るべき永遠の掟として、

     これを祝わなければならない。



3.「ジッカ―ローン」②
●しかし、エックレーシアにおいての「記念」には、イェシュアがなされ
た一連の贖いの出来事を意味します。

【新改訳2017】Ⅰコリント人への手紙11章23～26節
23 私は主から受けたことを、あなたがたに伝えました。

すなわち、主イエスは渡される夜、パンを取り、
24 感謝の祈りをささげた後それを裂き、こう言われました。
「これはあなたがたのための、わたしのからだです。わたしを覚えて、これを行いなさい。」

25 食事の後、同じように杯を取って言われました。
「この杯はわたしの血による新しい契約です。飲むたびに、わたしを覚えてこれを行いなさい。」

   26 ですから、あなたがたは、このパンを食べ、杯を飲むたびに、
     主が来られるまで主の死を告げ知らせるのです。

●「わたしを覚えて」(レジフリー：לְזִכְרִי)とは「わたしを記念として」と
いう意味。「記念として」とはイェシュアがなされたすべてのことを味わ
うとともに、それを享受することを意味するのです。しかし今日のエック
レーシアにおいては、聖餐は儀式化し、形骸化しています。この儀式にい
のちを吹き込むことは至難のわざ、いや、不可能に近いです。



今日のまとめ

●ACの「14のアラカルト」は「王なるイェシュアのフルコース」です。それ
は14から成る「アラカルト」から構成されています。ACでは、これを基本的
な教えとして、常に「主を覚える」ための瞑想の教材として推奨しています。

●聖書全体のテーマは、死からよみがえられた初穂なるイェシュアによって、
神と人とがともに住む家を再創造することです。そのために、神が機能不全と
なってしまった人の霊を回復するために、イェシュアが人となって、一連の贖
いのわざを成し遂げてくださる必要がありました。そして、神と人がともに住
むメシア王国がいかなる国かに心を留めることです。ACの「霊とまことの
礼拝」はその取り組みの一つです。そうした取り組みをしつつ、やがてそれ
を」自然に語ること(語り出す、表出すること)です。これが、生きた「ザ―ハ
ル」、および「ジッカーローン」です。
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